
第㸱号様式㸦第㸱条第㸰項ࠊ第㸷条ࠊ第㸯㸯条関係㸧

事業者名㸦 㸧

科目名

教科名 日ࠉ月ࠉ 曜日 時

通学

(講義)

通信 演習 実習

井上┿理子 介護福祉士 7月1日 月 9時～

高田市駅

前教室

㸯㸬職務の理解㸦㸴Ｈ㸧

(1)多様࡞サ࣮ビࢫの理解 井上┿理子 介護福祉士 7月3日 水 9時～12時 3 3

高田市駅

前教室

(2)介護職の௙事内容や働く現場

の理解

井上┿理子 介護福祉士 7月3日 水

13時～

16時

3 3

高田市駅

前教室

㸰㸬介護に࠾けࡿ尊厳の保持࣭自立支援㸦㸷Ｈ㸧

(1)人権と尊厳を支えࡿ介護 田中紀代子

介護支援

専門員

7月9日 火 9時～15時 6 6

高田市駅

前教室

(2)自立࡟向けࡓ介護 田中紀代子

介護支援

専門員

7月16日 火 9時～12時 3 3

高田市駅

前教室

㸱㸬介護の基本㸦㸴Ｈ㸧

(1)介護職の役割ࠊ専門性と多職

種との連携

野口里紗 介護福祉士 7月23日 火 9時～11時 2 2

高田市駅

前教室

(2)介護職の職業倫理 野口里紗 介護福祉士 7月26日 金 9時～11時 2 2

高田市駅

前教室

(3)介護࠾࡟けࡿ安全の確保とリ

ント࣓ࢪク࣐ネࢫ

野口里紗 介護福祉士 7月23日 火

11時～

12時

1 1

高田市駅

前教室

(4)介護職の安全 野口里紗 介護福祉士 7月26日 金

11時～

12時

1 1

高田市駅

前教室

㸲㸬介護࣭福祉サ࣮ビスの理解と医療との連携㸦㸷Ｈ㸧

(1)介護保険制度 牧野桂子

介護支援

専門員

7月25日 木 9時～12時 3 3

高田市駅

前教室

(2)医療との連携とリハビリテ࣮

ョンࢩ

水野 智 言語聴覚士 8月16日 金 9時～12時 3 3

高田市駅

前教室

(3)障害者自立支援制度ࡼ࠾びそ

の௚制度

山岡ࠉ亨 社会福祉士 7月19日 金

１㸱時～

１６時

3 3

高田市駅

前教室

㸳㸬介護に࠾けࡿコミュニケ࣮ション技術㸦㸴－㸧

(1)介護࠾࡟けࡿコ࣑ュニケ࣮

ョンࢩ

新名直生

介護支援

専門員

7月16日 火

13時～

16時

3

高田市駅

前教室

(2)介護࠾࡟けࡿチ࣮࣒のコ࣑ュ

ニケ࣮ࢩョン

新名直生

介護支援

専門員

7月23日 火

13時～

16時

3

高田市駅

前教室

㸴㸬老化の理解㸦㸴Ｈ㸧  

(1)老化࡟伴うこころとࡔࡽ࠿の

変化と日常

根木清美 ┳護師 8月6日 火 9時～12時 3 3

高田市駅

前教室

(2)高齢者と健康 根木清美 ┳護師 8月9日 金 9時～12時 3 3

高田市駅

前教室

㸵㸬認知症の理解㸦㸴Ｈ㸧

(1)認知症を取ࡾ巻く状況 牧野桂子 介護福祉士 8月6日 火

13時～

16時

1 1

高田市駅

前教室

(2)医学的側面ࡽ࠿見ࡓ認知症の

基礎と健康管理

根木清美 ┳護師 8月9日 金

13時～

15時

2 2

高田市駅

前教室

(3)認知症࡟伴うこころと体の変

化と日常生活

根木清美 ┳護師 8月9日 金

15時～

16時

1 1

高田市駅

前教室

(4)家族への支援 牧野桂子

介護支援

専門員

8月6日 火

14時～

16時

2 2

高田市駅

前教室

企業組合労協センタ࣮事業団

研修日程表

資格等

研修日時

開講式

時間

配分

うࡕࠉࠉ

研修会場担当講師名



科目名

教科名 日ࠉ月ࠉ 曜日 時

通学

(講義)

通信 演習 実習

資格等

研修日時

時間

配分

うࡕࠉࠉ

研修会場担当講師名

㸶㸬障害の理解㸦㸱Ｈ㸧

(1)障害の基礎的理解 水野ࠉ智 言語聴覚士 8月16日 金

13時～

14時

1 1

高田市駅

前教室

(2)障害の医学的側面ࠊ生活障

害ࠊ心理࣭行動の特徴࠿࠿ࠊわ

支援等の基礎的知識ࡾ

水野ࠉ智 言語聴覚士 8月16日 金

14時～

15時

1 1

高田市駅

前教室

(3)家族の心理࠿࠿ࠊわࡾ支援の

理解

山岡ࠉ亨 社会福祉士 7月19日 金

13時～

14時

1 1

高田市駅

前教室

㸷㸬こころとࡽ࠿だのしくみと生活支援技術㸦㸵㸳－㸧                     

㸦㸯㸱－㸧ࠚ Ϩ㸬基礎知識の学習࠙ࠉ

(1)介護の基ᮏ的࡞考え方 井上┿理子 介護福祉士 7月17日 水 9時～14時 5

高田市駅

前教室

(2)介護࡟関すࡿこころのしくみ

の基礎的理解

野口里紗 介護福祉士 7月26日 金

13時～

17時

4

高田市駅

前教室

(3)介護࡟関すࡔࡽ࠿ࡿのしくみ

の基礎的理解

野口里紗 介護福祉士 7月30日 火 9時～13時 4

高田市駅

前教室

㸦－㸳㸮㸧                      ࠚ ϩ㸬生活支援技術の学習࠙ࠉ

(4)生活と家事 ྜྷ武千津子 介護福祉士 9月3日 火 9時～15時 6 6 0

高田市駅

前教室

(5)快適࡞居住環境整備と介護 ྜྷ武千津子 介護福祉士 9月4日 水

10時～

15時

5 5 0

高田市駅

前教室

(6)整容࡟関連しࡓこころとࡽ࠿

介護ࡓ向け࡟のしくみと自立ࡔ

ྜྷ武千津子 介護福祉士 8月2日 金 9時～15時 6 2 4

┴営福祉

パ࣮ク

(7)移動࣭移乗࡟関連しࡓこころ

とࡔࡽ࠿のしくみと自立࡟向け

介護ࡓ

ྜྷ武千津子 介護福祉士 8月7日 水 9時～15時 6 2 4

┴営福祉

パ࣮ク

(8)食事࡟関連しࡓこころとࡽ࠿

介護ࡓ向け࡟のしくみと自立ࡔ

ྜྷ武千津子 介護福祉士 8月23日 金

10時～

15時

5 1 4

┴営福祉

パ࣮ク

(9)入浴ࠊ清潔保持࡟関連しࡓこ

ころとࡔࡽ࠿のしくみと自立࡟

向けࡓ介護

ྜྷ武千津子 介護福祉士 8月27日 火 9時～15時 6 2 4

┴営福祉

パ࣮ク

(10)排泄࡟関連しࡓこころと࠿

介ࡓ向け࡟のしくみと自立ࡔࡽ

護

ྜྷ武千津子 介護福祉士 8月28日 水 9時～15時 6 1 4

┴営福祉

パ࣮ク

(11)睡╀࡟関しࡓこころとࡽ࠿

介護ࡓ向け࡟のしくみと自立ࡔ

ྜྷ武千津子 介護福祉士 8月30日 金

10時～

15時

5 1 4

┴営福祉

パ࣮ク

(12)死࡟ゆく人࡟関しࡓこころ

とࡔࡽ࠿のしくみと終ᮎ期介護

ྜྷ武千津子 介護福祉士 9月10日 火

10時～

15時

5 5 0

┴営福祉

パ࣮ク

㸦㸯㸰－㸧ࠚϪ㸬生活支援技術演習࠙ࠉ

(13)介護課程の基礎的理解 井上┿理子 介護福祉士 8月20日 火 9時～15時 6 6 0

高田市駅

前教室

(14)総ྜ生活支援技術演習 ྜྷ武千津子 介護福祉士 9月18日 水 9時～15時 6 0 6

┴営福祉

パ࣮ク

㸯㸮㸬振ࡾ返(－4)ࡾ

(1)振ࡾ返ࡾ 井上┿理子 介護福祉士 9月26日 木 9時～11時 2 2

高田市駅

前教室

(2)就業への備えと研修修了後࡟

研修࡞的⥆⥅ࡿけ࠾

井上┿理子 介護福祉士 9月26日 木

11時～

14時

2 2

高田市駅

前教室

井上┿理子 介護福祉士 9月30日 月 9時～

高田市駅

前教室

計(130－) 㸦演習㸱㸮－㸧

閉講式

㸯㸱㸮－



第㸲号様式

介護職員初任者研修課程の時間配分

日ࠉ月ࠉ 曜日 時

【 3 0 0 3

(1)多様࡞サ࣮ビࢫの理解 ○○ࠉ○○ 介護福祉士 3 3 ○○会館

(2)介護職の௙事内容や働く現場

の理解

3 0

9 9 0 0 0

(1)人権と尊厳を支えࡿ介護 6 6

(2)自立࡟向けࡓ介護 3 3

【 3 3 0 0

(1)介護職の役割ࠊ専門性と多職

種との連携

3 0

(2)介護職の職業倫理 1 1

(3)介護࠾けࡿ安全の確保とリࢫ

ク࣐ネ࣓ࢪント

1 1

(4)介護職の安全 1 1

9 1.5 】.5 0 0

(1)介護保険制度 3 0

(2)医療との連携とリハビリテ࣮

ョンࢩ

3 0

(3)障害者自立支援制度ࡼ࠾びそ

の௚制度

3 1.5

【 3 3 0 0

(1)介護࠾࡟けࡿコ࣑ュニケ࣮

ョンࢩ

3 1.5

(2)介護࠾࡟けࡿチ࣮࣒のコ࣑ュ

ニケ࣮ࢩョン

3 1.5

【 4 2 0 0

(1)老化࡟伴うこころとࡔࡽ࠿の

変化と日常

4 2

(2)高齢者と健康 2 2

【 3 3 0 0

(1)認知症を取ࡾ巻く状況 1 0

(2)医学的側面ࡽ࠿見ࡓ認知症の

基礎と健康管理

1 0

(3)認知症࡟伴うこころと体の変

化と日常生活

1 0

(4)家族への支援 3 3

開講式

㸰㸬介護に࠾けࡿ尊厳の保持࣭自立支援(9－)

㸯㸬職務の理解(【－)

㸱㸬介護の基本(【－)

㸲㸬介護࣭福祉サ࣮ビスの理解と医療との連携(9－)

㸳㸬介護に࠾けࡿコミュニケ࣮ション技術(【－)

㸴㸬老化の理解(【－)

㸵㸬認知症の理解(【－)

3

7.5

うࡕࠉࠉ

3

2

3

0

3

研修会場通

学

通

信

演習 実習

教

科

担当講師名 資格等

研修日時
時間

配分



日ࠉ月ࠉ 曜日 時

うࡕࠉࠉ

研修会場通

学

通

信

演習 実習

教

科

担当講師名 資格等

研修日時
時間

配分

3 3 0 0 0

(1)障害の基礎的理解 1 1

(2)障害の医学的側面ࠊ生活障

害ࠊ心理࣭行動の特徴࠿࠿ࠊわ

支援等の基礎的知識ࡾ

1 1

(3)家族の心理࠿࠿ࠊわࡾ支援の

理解

1 1

】5 35 10 30 0

12 8 4 0 0

(1)介護の基ᮏ的࡞考え方 4 0 4

(2)介護࡟関すࡿこころのしくみ

の基礎的理解

4 4 0

(3)介護࡟関すࡔࡽ࠿ࡿのしくみ

の基礎的理解

4 4 0

51 2】 0 24 0

(4)生活と家事 5 5 ※

高田市駅

前教室

(5)快適࡞居住環境整備と介護 5 5 ※

(6)整容࡟関連しࡓこころとࡽ࠿

介護ࡓ向け࡟のしくみと自立ࡔ

6 2 4

(7)移動࣭移乗࡟関連しࡓこころ

とࡔࡽ࠿のしくみと自立࡟向け

介護ࡓ

6 2 4

(8)食事࡟関連しࡓこころとࡽ࠿

介護ࡓ向け࡟のしくみと自立ࡔ

6 2 4

(9)入浴ࠊ生活保持࡟関連しࡓこ

ころとࡔࡽ࠿のしくみと自立࡟

向けࡓ介護

6 2 4

(10)排泄࡟関連しࡓこころと࠿

介ࡓ向け࡟のしくみと自立ࡔࡽ

護

6 2 4

(11)睡╀࡟関しࡓこころとࡽ࠿

介護ࡓ向け࡟のしくみと自立ࡔ

6 2 4

(12)死࡟ゆく人࡟関しࡓこころ

とࡔࡽ࠿のしくみと終ᮎ期介護

5 5 ※ 0

12 0 【 【 0

(13)介護課程の基礎的理解 6 0 6 0 0

(14)総ྜ生活支援技術演習 6 0 6 0

4 2 0 0 2

(1)振ࡾ返ࡾ 2 2 0

(2)就業への備えと研修修了後࡟

研修࡞的⥆⥅ࡿけ࠾

2 0 0

130 【【.5 28.5 30 5

閉講式

計(130－) <89.5h㸫-40.5h>

<12h>ࠉࠚϪ㸬生活支援技術演習࠙ࠉ

2

㸯㸮㸬振ࡾ返4>  (－4)ࡾh㸫0h>

0

<54h>ࠚ ϩ㸬生活支援技術の学習࠙ࠉ

0

㸶㸬障害の理解(3－)1.5>ࠉh㸫1.5h>

㸷㸬こころとࡽ࠿だのしくみと生活支援技術(】5－)

<12h>ࠉࠚ Ϩ㸬基礎知識の学習࠙ࠉ



第㸲号様式

介護職員初任者研修課程の時間配分

日ࠉ月ࠉ 曜日 時

(1)多様࡞サ࣮ビࢫの理解

(2)介護職の௙事内容や働く現場

の理解

(1)人権と尊厳を支えࡿ介護

(2)自立࡟向けࡓ介護

(1)介護職の役割ࠊ専門性と多職

種との連携

(2)介護職の職業倫理

(3)介護࠾けࡿ安全の確保とリࢫ

ク࣐ネ࣓ࢪント

(4)介護職の安全

(1)介護保険制度

(2)医療との連携とリハビリテ࣮

ョンࢩ

(3)障害者自立支援制度ࡼ࠾びそ

の௚制度

(1)介護࠾࡟けࡿコ࣑ュニケ࣮

ョンࢩ

(2)介護࠾࡟けࡿチ࣮࣒のコ࣑ュ

ニケ࣮ࢩョン

(1)老化࡟伴うこころとࡔࡽ࠿の

変化と日常

(2)高齢者と健康

(1)認知症を取ࡾ巻く状況

(2)医学的側面ࡽ࠿見ࡓ認知症の

基礎と健康管理

(3)認知症࡟伴うこころと体の変

化と日常生活

(4)家族への支援

3時

間以

内

㸴㸬老化の理解(【－) <3h㸫3h>

3時

間以

内

㸵㸬認知症の理解(【－) <3h㸫3h>

3時

間以

内

7.5

時間

以内

㸱㸬介護の基本(【－) <3h㸫3h>

3時

間以

内

㸲㸬介護࣭福祉サ࣮ビスの理解と医療との連携(9－)  <1.5h㸫】.5h>

7.5

時間

以内

㸳㸬介護に࠾けࡿコミュニケ࣮ション技術(【－)  <3h㸫3h>

開講式

時間

配分

うࡕࠉࠉ

施

設

実

習

の

利

用

可

㸰㸬介護に࠾けࡿ尊厳の保持࣭自立支援(9－) <1.5h㸫】.5h>

研修会場通

学

通

信

演習 実習

㸯㸬職務の理解(6H) ࠉ通学<6h－0h>通信

教

科

担当講師名 資格等

研修日時



日ࠉ月ࠉ 曜日 時

時間

配分

うࡕࠉࠉ

研修会場通

学

通

信

演習 実習

教

科

担当講師名 資格等

研修日時

(1)障害の基礎的理解

(2)障害の医学的側面ࠊ生活障

害ࠊ心理࣭行動の特徴࠿࠿ࠊわ

支援等の基礎的知識ࡾ

(3)家族の心理࠿࠿ࠊわࡾ支援の

理解

(1)介護の基ᮏ的࡞考え方 ※

(2)介護࡟関すࡿこころのしくみ

の基礎的理解

※

(3)介護࡟関すࡔࡽ࠿ࡿのしくみ

の基礎的理解

※

(4)生活と家事 ※

(5)快適࡞居住環境整備と介護 ※

(6)整容࡟関連しࡓこころとࡽ࠿

介護ࡓ向け࡟のしくみと自立ࡔ

(7)移動࣭移乗࡟関連しࡓこころ

とࡔࡽ࠿のしくみと自立࡟向け

介護ࡓ

(8)食事࡟関連しࡓこころとࡽ࠿

介護ࡓ向け࡟のしくみと自立ࡔ

(9)入浴ࠊ生活保持࡟関連しࡓこ

ころとࡔࡽ࠿のしくみと自立࡟

向けࡓ介護

(10)排泄࡟関連しࡓこころと࠿

介ࡓ向け࡟のしくみと自立ࡔࡽ

護

(11)睡╀࡟関しࡓこころとࡽ࠿

介護ࡓ向け࡟のしくみと自立ࡔ

(12)死࡟ゆく人࡟関しࡓこころ

とࡔࡽ࠿のしくみと終ᮎ期介護

※

(13)介護課程の基礎的理解

(14)総ྜ生活支援技術演習

(1)振ࡾ返ࡾ

(2)就業への備えと研修修了後࡟

研修࡞的⥆⥅ࡿけ࠾

40.5

時間

以内

計(130－) <89.5h㸫-40.5h>

㸯㸮㸬振ࡾ返4>  (－4)ࡾh㸫0h>

閉講式

1.5

時間

以内

㸷㸬こころとࡽ࠿だのしくみと生活支援技術(】5－)

<3h㸫12h(※について12時間以内)】>ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

<10h～13h>ࠉ【 Ϩ㸬基礎知識の学習࠙ࠉ

施

設

実

習

の

利

用

可

<50h～55h> ࠚ ϩ㸬生活支援技術の学習࠙ࠉ

施

設

実

習

の

利

用

可

<10h～12h>ࠉ【Ϫ㸬生活支援技術演習࠙ࠉ

㸶㸬障害の理解


